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第16回 糸 魚 川 市 教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 

 

 

１ 日時    令和５年12月22日(金) 16時から 

 

２ 会場    糸魚川市役所 201・202会議室 

 

３ 出席委員  教 育 長   靏本 修一 

        教育長職務代理   谷口 一之 

        委   員   齊藤 里沙 

        委   員   山本  修 

      委   員   楠   愛 

 

４ 委員以外の出席者 

        教育次長    磯野  豊 

        こども課    課 長 嶋田  猛  課長補佐 室橋 淳次 

  係 長 関澤  仁  主 査 土沢 修栄 

        こども教育課  課 長 古川 勝哉  参 事 小川 豊雄 

                係 長 植木 靖英 

        生涯学習課   課 長 山本喜八郎  課長補佐 伊藤 伸一 

        文化振興課   課 長 嵐口  守  課長補佐 榊  正喜 

        博物館     館 長 竹之内 耕 

        書記      こども課主査 上原 奈穂 

 

５ 報  告 

報告第 40号 感染者の確認に伴う休校等について 

 

報告第 41号 各課・機関所管事項について 

 

６ 会議録署名委員の指名  ３番 山本委員 

 

７ 傍聴者         １人 

 

教育長 

 

 

こども教育課長 

教育長 

委員 

令和５年第16回教育委員会定例会を開会する。 

 報告第40号感染症の確認に伴う休校等について、事務局の説明を

求める。 

（資料に基づき説明） 

 今ほどの説明について、ご質疑はないか。 

（「なし」の声あり。） 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

山本委員 

 

こども課長補佐 

 

山本委員 

楠委員 

 

こども課長補佐 

 

 

 

谷口委員 

 

 

 

山本委員 

 

 

こども教育課参事 

 

 質疑なしと認め、報告第41号各課・機関所管事項について、事務

局の説明を求める。 

 

こども課 所管事項報告 

 こども教育課 所管事項報告 

 生涯学習課 所管事項報告 

 文化振興課 所管事項報告 

 図書館 所管事項報告 

 博物館 所管事項報告 

 市民会館 所管事項報告 

 

 今後の予定について１点追加をする。令和６年度にフォッサマグ

ナミュージアムと長者ケ原考古館が開館30周年を迎える。記念事業

等は年間を通して、様々な企画を計画する。令和６年４月21日の日

曜日にフォッサマグナミュージアムで両館共通の記念式典と記念

講演会を開催する予定。 

 

 キャリアフェスティバルいといがわ動画視聴 

 

 今ほどの説明について、ご質疑はないか。 

 「もっと！アソビバ！」について聞きたい。今回の参加者は104

人とのことだが、これまでと比較して、参加者の増減はどうか。 

昨年度、RSウイルス感染症が発生した際には50人台のときがあっ

たが、それ以外は毎回大体100人前後の方が参加している。 

それだけのニーズがあるということ。 

 アソビバの広さを区切って開催したとの説明があったが、計画の

イメージはできたか。 

 450平米と300平米の大きさをイメージできるように卓球の防球

ネットを置いて開催した。子どもたちはその枠にとらわれず、自由

に遊んでいた。現在計画している450平米の大きさがあっても十分

だとイメージができた。 

 いじめや不登校が全国的に非常に増えていると報道がされてい

て、当市も特に中学生の数が増えている。３学期を迎えるにあたり、

今後の進路、進学進級が気になる。次の学年に向けて、学校と連携

をとって、対応してもらいたい。 

 「教育支援委員会改善に向けてリーダーとの検討会議」が開催さ

れたが、これは教育支援委員会内で何か改善点や問題点、課題があ

って、このような会議を設けたのか。 

 教育支援委員会で子どもたちの就学先を検討するが、委員会に諮

る子どもの数が増えていて、委員の負担が大きい。その改善方法を



 - 3 - 

 

教育長 

こども教育課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

齊藤委員 

 

こども課長補佐 

 

 

谷口委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷口委員 

検討した。 

 どんな内容が話し合われたか。 

 学校の先生や発達通級、特別支援学級の先生に検査をお願いする

が、人材が不足している。今後、臨床心理士等を採用予定なので、

こども課の人材と連携しながら、少しでも現場の教職員の負担を減

らせるように話を進めている。 

 この数年間で該当する児童生徒数に相当数の上昇があり、関わっ

ている先生は調査研究から観察、分析業務に相当な負担感を持って

いる。その負担感を何とかしてもらいたいという現場の担当者から

の声もあり、このような検討会議を開催した。ウイスク検査をする

人は限られ、誰でもできるわけではない。そういった状況もあり、

専門的な見地からの応援をお願いしたいとの要望が強かった。 

 「保育あり方検討に対する私立園連盟との懇談会」ではどのよう

な内容が話し合われるのか知りたい。 

 市で保育のあり方検討を進める中で、私立保育園連盟の職員と率

直な意見交換を行う場をまずは持ちたいということで来週開催す

る。 

 中学校部活動の地域移行に関して、当市は地域の方が応援してく

れて進んでいる種目が多数あるが、種目によっては指導者の確保等

が難しいと聞いている。部活動の中には今年度中学校単独では大会

出場が難しく、合同チームで出場している種目もある。地域移行が

進んでいるのは確かだが、来年度以降、市全体で考えていかないと

出場できない種目も出てくる。中学生は１年１年進級し、その１年

が勝負となり、３年生にとっては最後になる。ぜひ子どもたちが出

たいという種目や大会に出られるような配慮をお願いしたい。 

また、クラブに所属すると中体連との関係があり、県の許可がな

いと出場できない。申請をしても中体連などの許可がおりずに、残

念ながら大会に出られない生徒がいると聞いた。いろいろな大会出

場の方法があると思うが、来年以降今在籍している中学生が悲しま

ずに、自分がやりたいことを最後やりきって卒業してもらいたい。 

 東中学校の野球部も来年、再来年と生徒数が減って、チーム編成

が難しく、保護者からも心配の声を聞いている。１月から種目別ミ

ーティングを行い、実際にどのような状況なのかを確認したい。ま

た、平日は部活動で、休日は地域に移行するという点は分かりづら

いところがあるので、しっかりと説明をして、理解していただき、

スムーズに移行できるようにしたい。中体連とクラブチームの関わ

りも、子どもがやりたいスポーツで大会に出るにはどうすればいい

かを保護者にも説明をして理解していただきたい。整理をしながら

進めていきたい。 

 昨年度末に保護者向けの説明会をしてもらったが、保護者も不安
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教育長 

委員 

 

教育次長 

 

 

 

教育長 

や疑問に思うところがある。保護者は小学校のときから中学校の部

活動と情報交換をしている。今年あっても来年は存続できない部活

があるかもしれない。単独で難しくても、合同で実施できる部活も

あると思う。保護者の声や子どもたちの希望に耳を傾けてもらいた

い。 

ほかにご質疑はないか。 

（「なし」の声あり。） 

 

次回教育委員会定例会開催 

令和６年１月25日(木) 10時から 

その他 特になし 

 

以上で、令和５年第 16 回教育委員会定例会を閉会する。 

 

16:57  終了 

 


